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いわき市では、温暖な気候を活かした様々な農作物が栽培されています。 

今回は、その豊かな恵みのうち、いわき農産物マスコットキャラクター≪アグリン☆ファイブ≫

の「さる１号」「ネギぴょん」でも有名な「いわきいちご」と「いわきねぎ」について紹介します。 

また、消費・生産拡大への取組について併せて紹介します。 
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ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 

 

 白根が長くみずみずしい 

いわきの「秋冬ねぎ」をぜひどうぞ。 

いわきいちご 

いわき市では昭和２０年代後半からいちごの栽培

が始まり､ハウス栽培で冬から春にかけて収穫されて

います。 

栽培品種は、糖度が高く大きめの「章姫（あきひ

め）」、豊かな香気の「紅ほっぺ」、ジューシーな「と

ちおとめ」など様々ですが、どれも素敵な個性を持ち

合わせています。 

また、平成１８年に品種登録された福島県オリジナ

ル品種「ふくはる香」の栽培も盛んで、市内の品種別

の栽培面積では一番となっています。 

 

いわきねぎ 

いわき市では明治の初めから、ねぎの栽培が始ま

り、現在では県内でも有数の産地となっています。冬

期温暖で降雪がほとんどないため、真冬でも安定して

出荷することができ、特に海岸沿いの砂地は太くて柔

らかいねぎを生産するのに適した土地であることか

ら、県内はもとより、県外へも「いわきねぎ」という

ブランド名で出荷しています。 

収穫時期によって「春ねぎ」、「夏秋ねぎ」、「秋

冬ねぎ」に分かれますが、ほぼ一年中栽培・出荷され

ており、特に「秋冬ねぎ」が盛んに栽培されています。 

 

～2/18 小名浜美食ホテルにて～ 

「いわきいちご いわきねぎフェステ

ィバル 2018」を開催 

 

～2/3 横浜赤レンガ倉庫にて～ 

「横浜ストロベリーフェスティバル」

における販売・PR 
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第４回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン

２月４日（日）  

マルト湯長谷店において、消費者へ県産農林産物の安全性や美味しさをＰＲするため、いわき市産

いちご「ふくはるか」、ねぎドレッシング※１・いちごドレッシング※２をかけたいわき市産「ベビーリ

ーフ」の試食及びアンケートを実施しました。アンケート協力者には、いわき市産長ねぎ及び JGAP

認証トマトをプレゼントしました。 

試食いただいた方には、いちごもドレッシングもベビーリーフも美味しいと好評でした。 

 アンケート調査の結果、県産農林水産物の購入意欲に関して、「購入してもよい・積極的に購入した

い」が全体の約９４％を占めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規栽培セミナー「いちご」と「ねぎ」 

２月６日（火）  

「いちご」と「ねぎ」に関する新規栽培セミナーを開催し、「いちご」18 名、「ねぎ」19 名が参加

しました。全農福島、JA 福島さくら、いわき市、いわき農林事務所が講師となって、各々の品目の栽

培技術、販売状況、各機関団体（ＪＡ、市、県）の営農支援策など、新規栽培にあたってのポイント

を説明しました。 

講義の後は現地農場視察を行い、「いちご」では、農事組合法人稲郷神谷を視察し、いちごのハウス

栽培を学びました（ちょっぴり収穫体験も！）。また、「ねぎ」では、JA 福島さくらいわきねぎ部会大

浦支部支部長の鈴木稔氏を訪問し、ねぎの収穫作業と皮むきを体験しました。機械を使った皮むきを

初めて見た参加者は、その性能に驚いたようでした！ 

「いちご」「ねぎ」のどちらも、生産者の経験を交えた話を、参加者は参考にしようと耳を傾けて

いました。今後、参加者の「つくりたい」という気持ちを形に出来るよう支援してまいります。 

  

（稲郷神谷のいちご栽培を聞く参加者） （ねぎ栽培を説明する鈴木氏） 

（さる１号も来てくれました） （「サンシャインガイド」による PR） 

※１ 福島さくら農業協同組合「ねぎドレッシング」 

※２ 田人観光いちご園（（農）平石野菜生産組合）「あきひめドレッシング」 
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福島市の杉妻会館において、平成２９年度豊かなむらづくり

顕彰事業優秀団体表彰式が行われ、県内の６つの団体に表彰状

が授与されました。 

３６回目を迎える本顕彰事業は、福島県と福島民友新聞社が

主催し、集落等におけるむらづくり活動や農業生産活動に顕著

な業績を収め、本県の農業・農村の発展に寄与した団体等を表

彰するものです。 

今回、管内からは、いわき市田人町貝泊地区を中心に活動す

る「貝泊コイコイ倶楽部」が受賞しました。 

同倶楽部は、平成１４年に貝泊地区の住民により地元の小中学校を存続させることを目的として

設立され、以降全国各地からＩターン移住者を数多く受け入れてきました。 

震災直後は、住民の県外移転が相次ぎましたが、現在も、遊

休農地を活かした農業体験イベントなど都市部住民を呼び込

むための交流事業を積極的に行っており、この度、その取組が

高く評価され、同顕彰事業の受賞とあわせて「豊かなむらづく

り全国表彰」への推薦も決まりました。 

 今回の受賞を機に、農山村振興におけるモデルとしての益々

の活躍が期待されます。            （企画部） 

いわき産トマトを使った第 1回高校生レシピコンテストのグ

ランプリ料理が２月１０日から１８日まで期間限定で、いわき

市常磐上湯長谷町のいわきＦＣパーク「RED&BLUE CAFÉ」

と同市四倉町のワンダーファーム「森のキッチン」で提供され

ました。 

 提供されたのは、同コンテストでグランプリに選ばれた、入

澤歩美さん（磐城第一高校２年）が考案した「トマトとマッシ

ュルームの炒め物」（料理部

門）と、北郷麗奈さん、宮川

流果さん（いずれも勿来高校：２年）が作った「カラフルトマト

のレアチーズ」（スイーツ部門）。 

 「トマトとマッシュルームの炒め物」は、トマトの甘さが強調

されつつ他の食材の邪魔をせず、それぞれの食材を生かしたシン

プルな美味しさ。「カラフルトマトのレアチーズ」は、トマトと

レアチーズの互いの美味しさが見事に組み合わされ、女性が喜び

そうな可愛い仕上がりでした。          （企画部） 

豊かなむらづくり顕彰事業「貝泊コイコイ倶楽部」が受賞〔２月１９日（月）〕 

（ワンダーファーム） 
この日はほぼ完売状態でした 

高校生レシピコンテスト実食キャンペーン  〔２月１０日（土）～１８日（日）〕 

（RED&BLUE CAFÉ） 
両作品が一度に楽しめる 

ワンプレートで提供されました 

（賞状授与の様子） 
写真：福島民友新聞社提供 

（知事との集合写真） 
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いわき市漁業協同組合が主催する親子漁業体験ツアーが

開催されました。ツアーには市内の親子３２名が参加し、小

名浜地区の漁網工場と四倉地区の船曳網漁業の操業を見学

しました。 

 漁網工場では、沖合漁業で使用する旋網を間近で見学しま

した。案内して下さった職員の話では、新品を１式仕立てる

のに１億円以上かかるとのことで、参加者は金額と網の大き

さ、職人の作業の早さに驚いていました。 

 四倉漁港では漁船（見学船）に分乗し、船曳網の操業の様子を海上で見学しました。当日は少し

うねりが強く、船酔いする方も見られましたが、漁師から操業方法の説明を聞きながら見学したた

め、漁法に関する理解が深まったとの感想が聞かれました。

子ども達は獲れたシラウオやカスベ（ｴｲの仲間）などに直に

触れ大変喜んでいました。 

 いわき市漁業協同組合では、震災以降、この漁業体験ツア

ーを年２回開催しており、参加者からは大変好評です。こう

した取組により、地元住民の漁業への理解が醸成され、風評

払拭や魚食普及に繋がることを期待しています。 

（水産事務所） 

切り花の栽培技術や産地育成に関するセミナーをいわき市中

央台公民館及び現地ほ場にて開催し、県内各地から６５名が参

加しました。 

初日の講演会では、トルコギキョウ及びりんどう、宿根かす

み草をテーマに、水耕栽培や周年生産、新産地育成などをポイ

ントに県内外の講師から講演をいただきました。さらに、当事

務所から「川前のりんどう産地育成」「宿根かすみ草の周年生

産」について事例を紹介し

ました。翌日の現地見学会

は天候に恵まれ、好間地区の「トルコギキョウ水耕栽培」、小

川地区の「宿根かすみ草の周年生産」の各ほ場を訪問し、多く

の参加者が現地の生産物、展示サンプルなどに真剣な眼差しを

向けており、関心の高さを伺うことができました。今後は、栽

培志向者への作付促進、栽培者への技術支援を進め、当地域の

花き生産に弾みを付けていきたいと考えています。 

（農業振興普及部） 

いわき市漁業協同組合 親子漁業体験ツアー        〔２月３日（土）〕 

（漁業者による漁法の説明） 

（漁業見学の様子） 

トルコギキョウの講演を行う 
農研機構・福田直子先生 

現地説明を行う 
宿根かすみ草農家の菅家秋男氏 

     サンシャインフラワーセミナー開催     〔２月９日（金）・１０日（土）〕 



 

- 5 - 

シャーベット氷製造装置のデモ試験が相馬双葉漁業協同組

合で実施されました。この装置は県産水産物の競争力強化と販

路の拡大を目的に、今年度県が福島県漁業協同組合連合会に委

託した「水産物の高付加価値化技術実証試験」の一環として導

入されたものです。 

  シャーベット氷は、海水濃度を１～２％に調整して生成され

るシャーベット状態で、通常使用される角氷と比べて、水産物

を急速かつ均一に冷やす特徴があります。 

 デモ試験には、県内の漁業関係者や行政関係者など約５０名が参加し、メーカー担当者から氷の

特徴の説明を受けながら、シャーベット氷の製氷の様子を見学しました。出席した漁業関係者の多

くがシャーベット氷に関心を持っており、メーカー担当者には多くの質問が寄せられました。 

 デモ機の設置は３月中旬までの予定で、その間、相双・いわき地区の沿岸漁業者や産地流通業者

にシャーベット氷を試験的に提供し、氷の使い勝手や、水産物の鮮度保持効果について評価してい

ただくこととしています。                          （水産事務所） 

県いわき合同庁舎において「いわき地域産業６次化ネットワ

ーク交流会」を開催しました。この交流会は、地域産業６次化

をさらに推進することを目的に、講演会と研修会の２部構成で

開催し、市内の事業者や関係者約４０名が参加しました。 

第１部では、ブランドデザイナーとして女性目線を活かした

商品づくりで数多くの実績を持つ株式会社Ruderal代表取締

役小池富子氏に「売れる商品の作り方～『女性目線』でつくる

パッケージデザインとは～」と題して、売れる商品の作り方や

パッケージデザインの秘訣についての講演を、また、農林産物

の保存と加工の技術で定評のある有限会社みずほフーズ代表

取締役古関弘子氏に、加工技術に関する講習として、自身の豊

富な経験に基づく講話をしていただきました。古関氏には講話

後、別室にて個別相談会をしていただき、相談を希望した3組

の事業者に対して、加工技術に関するアドバイスなどをしてい

ただきました。 

 第2部では、市保健所と当事務所による食品表示法に関する

研修を行いました。 

講演会のアンケート結果では、参加者から「目からウロコが落ちた」とか「受講できなかった人

にも是非聞いてほしい」等の声があり、研修会のアンケート結果では「制度の改正点を聞ける機会

が少ないので、聞けてよかった」等いずれも好評のうちに終了しました。       （企画部） 

（デモ試験の様子） 

シャーベット氷製造器のデモ試験実施         〔１月３１日（水）〕 

いわき地域産業６次化ネットワーク交流会開催      〔２月１日（木）〕 

（小池富子氏） 

（古関弘子氏） 
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市内の幼稚園２箇所で、「ふくしま食育実践サポーター」の

髙萩多香野氏による食育活動が行われました。 

１月３０日には、かしま幼稚園で、未就園児や在園児の保護

者・保育士１５名を対象に「食のおはなし会」が実施され、好

き嫌いや箸の使い方など、子育て世代が悩みがちな食生活の課

題についての講話と個別相談が行われました。 

翌日３１日には、さかえ幼稚園で、園児による恵方巻きづく

り教室が実施され、髙萩氏が年長児２０名一人一人に作り方を

教えました。その後、他の教室も回り、「よく噛んで食べようね」

「自分で作ると美味しいね」などと声をかけながら、一緒に恵

方巻きを食べました。参加者には、家庭での食育実践にも繋が

るよう、食生活改善に関する資料も配付しました。 

県では、地域住民や子どもたちへの食育活動を支援する「ふ

くしま食育実践サポーター」の派遣を行っておりますので、是

非ご活用ください。               （企画部） 

 

いわき労働基準監督署、いわき農林事務所、いわき森林土木

協会及び福島県土地改良建設協会の会員等３６名が参加し、工

事現場安全パトロールを実施しました。パトロールは２班に分

かれ南部と北部２箇所ずつ実施した後に、いわき建設会館に集

合し、点検結果をもとに反省検討会を行いました。 

  反省検討会では、現場毎に指摘事項をとりまとめて発表した

後に、労働基準監督署の後藤安全衛生課長と小屋敷労働基準監

督官から講評をいただきました。                          

  現場での主な改善点は、「法面保護工における親綱は二点取

り以上とする」、「河川内に作業員が転落した場合の救命具を

準備する」などがありました。 

また、講評の中では「法面上にアンカーを仮置する場合には

袋等に入れて固定する」、「道路の路肩では転落災害の恐れが

あるので紅白のコーン等を置く」など具体的な改善策を指導さ

れました。 

参加者は、自社が施工する現場に反省検討会で出た課題を持

ち帰り、現場作業員へ安全衛生管理の徹底と、労働災害の未然防止に向けた意識を高める重要性を

再認識しました。                                （総務部） 

建設工事安全推進協議会工事現場安全パトロールを実施！〔１月２４日（水）〕 

（アンカードリル施工中の状況） 

（反省検討会の取りまとめ状況） 

（かしま幼稚園「食のおはなし会」） 

（さかえ幼稚園 恵方巻きづくり） 

市内２箇所の幼稚園で食育活動実施      〔１月３０日（火）・３１日（水）〕 
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郡山ビューホテルアネックスにて平成３０年度福島県青年

農業士認定証交付式が開催され、いわき市遠野町で水稲とネ

ギ等の複合経営を実践されている折笠明憲氏へ、県農林水産

部佐藤技監より青年農業士の認定証が交付されました。 

青年農業士は、次世代の農業担い手として活躍が期待され

ている若手農業者を県が認定する制度です。折笠氏はいわき

農業青年クラブで企画運営の中心的な役割を果たしているほ

か、地域の高齢化や鳥獣被害が拡大するなか、狩猟免許を取

得するなど中山間地域における重要な担い手となっております。 

晴れて青年農業士に認定された折笠氏は、「これから地域の担い手として貢献できるように取り

組んでいきたい」と今後の農業生産への希望や展望を語っていました。   （農業振興普及部） 

認定農業者等２７名を対象にいわき市中央公民館で経営セ

ミナーを開催しました。 

セミナーでは、さくら中央税理士法人の木幡仁一先生を講

師に、平成２９年所得確定申告の注意点や、税制改正の動向、

法人化に向けた検討事項などの講義と、福島県農業共済組合

による農業経営収入保険制度の説明が行われました。 

受講者から、「勉強になった」との声とともに、簿記研修

等の要望もありました。今後、意見をもとにより効果的なセ

ミナーを開催してまいります。      （農業振興普及部） 

三春町の県環境創造センター（コミュタン福島）で、

県内各地の若手農業者が取り組みや意見を述べる「農村

青年会議」が開催され、いわき農業青年クラブ連絡協議

会に所属する中村彰宏さん（渡辺町、原木椎茸等栽培）

と、根本大我さん（平平窪、梨栽培）がいわき地区の代

表者として発表を行いました。 

中村さんは、原発事故の影響により減少した売上げを

取り戻そうと、新たに６次化や販売価格の見直しに取り

組んだ事例について発表し、根本さんは、就農のいきさ

つや今年度ベトナムへの梨輸出に取り組んだ経験と、今後の目標について発表しました。 

発表の結果、中村さんは最優秀賞・知事賞に、根本さんは優秀賞・農業振興公社理事長賞に輝き、

１１月に宮城県で開催される東北大会の県代表となりました。２人は、「東北大会でも上位に輝け

るよう発表内容に磨きをかけていきたい。」と今後の抱負を語っていました。 （農業振興普及部） 

平成２９年度ステップアップ講座経営セミナー開催〔１月３０日（火）〕 

（木幡税理士による講義） 

折笠明憲氏へ青年農業士認定証交付        〔１月３１日（水）〕 

（中央：認定証を受けた折笠氏） 

管内の若手農業者が農村青年会議で発表！     〔２月２日（金）〕 

（発表の様子） 
左：中村さん 右：根本さん 
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 三和町渡戸高野多目的

集会所にてモデル集落で

は第２回となる「平成２９

年度いわき地方有害鳥獣

被害防止対策研修会」を開

催しました。農業者及び関

係者２２名が出席し、イノ

シシの被害対策について

学びました。 

 今回の研修では、集落ぐるみの鳥獣対策で全国的に有名な宇都宮市「逆面エコ・アグリの里」か

ら役員の鈴木文雄氏を講師に招き、イノシシの捕獲に関する箱ワナ及びくくりワナの設置方法につ

いて映像や実演を交えての講義・演習が行われ、参加者は興味深く聞いていました。 

 また、いわき市より「わな免許取得」について情報提供があり、参加者より多数の質問が出るな

ど、いわき地域のイノシシ被害防止対策への関心の高さが伺えました。    （農業振興普及部） 

このプロジェクトはキリングループ・日本財団・日本

フィランソロピー協会の協働で東北の震災復興に取り

組んでいるもので、今回、支援を受けた４団体が市内の

ワンダーファームにおいて、自ら開発した新商品（写真）

の発表を行いました。 

 ４団体から商品開発に当たっての工夫や苦労など

様々な話が披露され、これからの県内外への商品展開に

広がりを感じる報告会となりました。 

 引き続き、第２部として一般参加者２０名も含む試食

会「Eat Meeting」が行われ、参加者全員が笑顔で新商品を味わい会場は和やかな雰囲気に包まれ

ました。                                   （企画部） 

「復興応援 キリン絆プロジェクト」いわきの農業・水産業４団体 

       新商品発表会及び事業成果報告会 〔１月３０日（火）〕 

有害鳥獣被害防止対策モデル集落研修会を開催 〔１月２６日（金）〕 

（映像でイノシシの生態を知る） （ワナの安全な使用方法を聞く） 

いわき水産商品開発協議会 

「いわき郷土料理あんこう

鍋どぶ汁」 

いわき社中グループ 

出汁入り鍋用干物「鍋干物」 

いわき市水産物６次化推進協議会 

「セレブなメヒカリ」 

 F’s Kitchen 

ドレッシング、スープ、ジャム等

農産物加工品多種 
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地域のつながりを大切に、“楽しく”農業をしています。
小泉園 小泉美砂子さん、小泉昌男さん・彰子さん 

前回取材にご協力いただいた大和田智恵子さん・増田笑さんから紹介のあったいわき市常磐の水

稲農家・小泉園の皆さんにインタビューしました！ 

笑顔で楽しく！活気あふれる地域の中心的農業者 

昌男さん：私たちは、約２０ha のほ場で稲作を行ってお

り、コシヒカリ、天のつぶ、ミルキークイーン、酒米の

山田錦など、様々な品種を生産・販売しています。また、

作業受託も請け負っており、十分に対応できるよう設備

も備えています。 

私が２５歳の時に父が他界してから、私が中心となり、

母と、結婚してからは妻と３人で、農作業や経理事務を

分担しながら取り組んでいます。 

美砂子さん：田植えや稲刈りの時期には親戚や地域の方々

からの協力もいただきます。毎年、春に集まっては「今

年もよろしくね」と声を掛け合いながら、楽しく農業を

しています。 

昌男さん：私たちはとにかく「楽しくやっていこう」とい

う思いで取り組んでいるんです。地域の方々と笑顔の絶

えない農業を続けていけたらと思っています。 

 

農業の魅力を次の世代へ 

美砂子さん：水稲の魅力といえば、育苗がうまくいった喜び、きれいに田植えを終えた喜び、なん

といっても収穫の喜びです。一年を通して季節を感じながら、それぞれの段階を終えるたびに感

じる達成感は本当にかけがえのないものです。農業は天候に影響されるので苦労することもあり

ますが、太陽への感謝の気持ちを忘れずに作業をしているととてもやりがいが感じられます。 

昌男さん：私たちには３人の幼い子どもがいるのですが、時々機械に一緒に乗ったり、農作業を体

験させたりしています。やはり、子ども達に

も「農業っていいな」「自分も将来農業をやり

たいな」と感じてもらいたいので、農業の魅

力を伝えられるよう意識しています。 

美砂子さん：孫たちと外食に行くと、出てきた

ご飯を見て「これ、ミルキークイーンかな！？」

なんて言ってはしゃぐんです。私たちの仕事

をよく見て学んでくれているなあと、嬉しく

なってしまいました。 

小泉昌男さん（38）・彰子さん夫妻（37） 

昌男さん（青年農業士）、妻の彰子さん、

母・美砂子さん（指導農業士）の３人で協

力して取り組んでいます。 

今回は、昌男さんと美砂子さんにお話を

伺いました。 
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今こそ、若者の新規就農を！ 

昌男さん：若手の農業者が減っていると聞きますが、農業機械がタッチパネル式になったり、手作

業だったものが機械でできるようになったりと、農業は近代化が進んでいます。若者でも作業し

やすくなりますし、むしろ今後ますます若い力が必要になってくると思います。 

そして、農業をしていると、ベテランの農家さんなど年上の方と関わることが多く、あらゆる

面で学ぶ機会がたくさんあります。子ども達にも、地域のいろんな方と触れあいながら、健やか

に育って欲しいと願っています。これらのことも含めて、農業には魅力があふれていますから、

今後、若い農業者の方がたくさん増えて欲しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～小泉園のお米・各種加工品 紹介～ 

写真 上段  ：コシヒカリ 

下段左 ：太平櫻酒造の純米酒「絆」 

（天のつぶ使用） 

下段中央：笑いーとの「米粉パンケーキミックス粉」 

（コシヒカリ使用） 

下段右 ：ミルキークイーン 

 

笑いーと 米粉商品カタログ 

太平櫻酒造で風評払拭のために製造している純米酒「絆」の原料

として、小泉園の天のつぶを提供しています。また、笑いーと（株

式会社たふぃあ）の米粉商品としては、パンケーキミックスの他に

も、米粉麺や米粉カレールゥなど様々な米粉商品の原料として、コ

シヒカリを提供しています。 
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（表）海産魚介類に関する国の出荷制限等指示 

□ 農林畜産物の検査結果 

 平成３０年１月の農林畜産物モニタリングでは、検査した１０品目２０検体すべてにおいて放射性セシウム

は基準値（100Bq／kg）を超えたものはありませんでした。 

 内訳は（表１）のとおりです。また出荷制限状況は（表２）のとおりです。          （企画部） 

 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

平成 30 年 1 月の水産物モニタリング検査では、509 検体

の魚介類を検査し、放射性セシウムの基準値（100Bq/kg）を

超えたものはありませんでした。 

 放射性セシウムの検出限界値未満の割合は、平成 30 年 1 月に

は 99.6％となっています。1 月 31 日現在の出荷制限等指示魚種

は（表）の 10 種類になっています。      （水産事務所） 

 

 

 

 

 2 月９日（金）、内郷のクレールコートにおいて、いわき市主

催による平成２９年度いわき市農林業賞の表彰式が開催されまし

た。 

今回は、市の農林業の振興と発展に多大な功績のあった個人・

団体の部に、草野 隆氏（黒毛和牛の繁殖等）、農事組合法人天住

野菜生産組合（ベビーリーフを中

心とした水耕栽培）、貢献の部に、

特定非営利活動法人いわきオリ

ーブプロジェクト（耕作放棄地を

活用したオリーブ栽培、６次化商品の開発等）が表彰されました。 

また、表彰式の後には、「いわき伝統野菜フォーラム 2018」が開

催され、参加者はいわきで昔から栽培されてきた伝統野菜と、その食

文化について理解を深めました。 

 

制限、自粛 区  分 品  目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、

わらび（野生のものに限る※）、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ（摂取も制限） 

出荷自粛 

山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

果 物 クリ（該当生産者に限る） 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（平成３０年１月分） 

ウミタナゴ   サクラマス   ムラソイ 

カサゴ     シロメバル   ビノスガイ 

キツネメバル  スズキ 

クロダイ    ヌマガレイ 

 

（表２）出荷制限および出荷自粛品目（１月末現在） （表１）放射性セシウムが基準値以下の 

品目と検体数 

 
ホウレンソウ（施設）１、イチゴ（施設）

１、キウイフルーツ １、エリンギ（施設）

１、 原木しいたけ（施設）１、菌床し

いたけ（施設）４、菌床うすひらたけ（施

設）１、菌床なめこ（施設）１、牛肉 ４、

原乳 ５ 

平成２９年１２月３１日現在 

お知らせ 

いわきの農林業の振興に貢献された方々が 
「いわき市農林業賞」を受賞 

※わらび（栽培）は平成２９年９月１１日に該当生産者に限り出荷制限解除されました。 

（受賞者の皆さん） 

伝統野菜フォーラムでは、 
「食の交流会」として 

試食コーナーも設けられました 
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ふくしま・いわきフェスタin日本橋 

■日 時 平成３０年３月 ９日（金）11：00～19：45  ■会 場 日本橋ふくしま館 MIDETTE 

３月１０日（土）11：00～17：45  ■主 催 福島県（いわき地方振興局） 

３月１１日（日）11：00～17：45   

東京都日本橋の福島県アンテナショップ「MIDETTE」において、いわきの魅力盛りだくさんのイベントを

開催します。いわきの”旬”の産品販売や美味しい食べ物の振る舞いのほか、復旧・復興が進むいわき市の”

今”を知ってもらう展示やご当地キャラによる観光 PR などを予定しています。 

 ６月９日（土）にいわき市で開催される「第４７回全国林業後継者大会」の一般参加者を募集し

ています。当大会は、翌日１０日に南相馬市で開催される「第６９回全国植樹祭」の関連行事で、

林業振興や若手林業者育成を目的に、林業関係者による活動発表やパネルディスカッション等が行

われます。入場無料で、参加者には記念品の贈呈もありますので、是非お申し込みください。 

■日 時：平成３０年６月９日（土）13：30～16：30 

■会 場：いわきアリオス 大ホール 

■主 催：福島県林研グループ連絡協議会、全国林業研究

グループ連絡協議会、いわき市、福島県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４７回全国林業後継者大会 一般参加者募集！ 

☆参加のお申し込みについて☆ 

締め切り 

（消印有効） 

申し込み方法 

左のチラシを大会ホームページ又はいわき

市林務課（いわき市役所本庁舎４階）又は県

いわき農林事務所森林林業部（いわき合同庁

舎３階）から入手し、裏面の申込書にご記入

の上、持参、郵送又は FAX でお送りください。 

 

あて先・お問い合わせ 

第４７回全国林業後継者大会福島県実行委員

会事務局（福島県林業振興課） 

〒960-8670 

福島県福島市杉妻町２番１６号（西庁舎６階） 

TEL：024-521-7426 

FAX：024-521-7908 

 

林業後継者だけでなく、林業に関心のある
方・どなたでも参加できます！ 

 

イベント情報 
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GAP 認証取得事例紹介～磐栄アグリカルチャー株式会社～ 

昨年の９月２４日にＪＧＡＰを取得した磐栄アグリカルチャー株式会社の担当の方に、ＪＧＡＰ認証

までの道のりについてお話を伺いました。 

 人工光、水耕、無農薬栽培による植物工場でのフリルレタスの栽培を行っており、その栽培方法と、

農産物としての安全性をＰＲするためにＪＧＡＰの導入を決断。認証取得を通じて、作業員１４名の農

産物の安全性に対する意識が高まり、作業員自身が積極的に意見を述べるようになったことが利点との

ことです。 

 担当の方からは「ＧＡＰを勉強することにより、今まであたりまえとしてきた農業安全基準はあやふ

やであったことに気づいた。『自分の農産物は安全であること』を証明するためには、ＧＡＰの取得は

必要。第三者認証ＧＡＰによって、農業者なら誰でも行うべきことを行っていると第三者に分かりやす

く示すことができる。福島県いわき市の安全な農林水産物を発信するため、ぜひ多くの生産者に取り組

んでいただきたい。」と、認証取得を検討している生産者へメッセージをいただきました。 

  

播種日、移植日等の作業記録の掲示 従業員の健康状態チェックによる 

衛生面の確保 

シート被覆と保管場所の指定による交差

汚染防止 
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☆代表的な取組☆ 

「Iwaki Laiki」米粉フェスタ 2017（サポート事業活用） 

平成２９年９月３０日～１０月１日、いわき産米のイメージ回復・消費拡大・風 

評払拭を目的に、小名浜港アクアマリンパークで美味しい米粉料理を楽しめるイベン 

トが行われました。市内外から、４万５千人もの来場者が集まりました。 

 

「Iwaki Laiki」米粉料理コンテスト（サポート事業活用） 

「Iwaki Laiki」の米粉等を活用したオリジナリティあふれる米粉等料理のコンテス 

トが開催されます。平成３０年２月１日～２月２８日の期間に応募があった中から、 

書類審査で選ばれた７作品について、３月１５日に調理審査が行われます。 

 

「フリーズドライご飯」の開発 

サンフレックス永谷園、JA 福島さくら、いわき市の３者共同で、「Iwaki Laiki」 

を使った「トマトピラフ味」のフリーズドライご飯を開発し、平成３０年２月９日 

から市内の JA 直売所４箇所で販売を開始しました。いわき産農産物を使った防災非 

常食として、今後の消費拡大が期待されます。 

 

 

「Iwaki Laiki」（いわきライキ）は、全国有数の日照時間を誇るいわき市でミネラル

豊富な肥沃な土地と澄んだ水によって育まれたブランド米です。いわき産米のイメージ

を回復させることを目的に平成２６年１０月から販売を開始しました。いわき市ではそ

の PR に力を入れており、県としても、サポート事業など様々な面でその取組を支援し、

連携して取り組んでおります。 

 

 

 

編集後記 

９日間限定の実食キャンペーン（３ぺージ参照）で、レシピコンテ

ストの優勝作品を味わってきました。作品は本当に美味しくて、ワン

ダーファーム森のキッチンのビュッフェでは、大皿に盛られた作品が

どんどん無くなる様子がよく分かりました。いわき FC パーク RED & 

BLUE CAFE では、私の他にも注文が複数見られ、店長さんも「作っ

た高校生にうちで働いてもらいたいくらい」と大絶賛していました。 

 高校生のこれからの可能性は無限大！今後も、いわきの美味しい食

材を使って様々な料理にチャレンジしていって欲しいですね。 


